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研究テーマ
「キャッシュレスの現状とマイクロチップ導入等による

キャッシュレスの進化」



日本でキャッシュレス化が進まな
かったのはなぜ

•他国と比較すると、キャッシュレスに対して

メリットを感じる国民が少ない。

•現金のみでも困らないため。



消費者側の要因 企業側の要因



消費者側の要因

1. 現金への信頼が高く、崇拝が強いこと

2. 現金決済に不便がないこと

3. キャッシュレス決済に対する抵抗感があること



企業側の要因

1. 加盟店がまだまだ少ないこと

2. 企業側にコストが発生する



キャッシュレスのメリット

消費者の利便性の向上 店舗の効率化・売上拡大 データの利活用



１.消費者の利便性の向上

•手ぶらで簡単に買い物が可能に

•お買い物の消費履歴の管理が簡単に

•カード紛失・盗難時の被害リスクが低い



２.店舗の効率化・売上拡大

• 現金管理の手間の削減が可能

• レジ締めに係る作業時間はレジ１台あたり25分であり、作業
時間の短縮に。

• 従業員による売上現金紛失・盗難等のトラブル減少。

• 現金の搬出入回数の減少。

• インバウンド需要取込など売上拡大が可能に

• 訪日外国人の約７割が、クレジットカード等が利用できる場
所が今より多かったら、という意見。



３.データの利活用

•個人の購買情報を分析・利活用することにより、

高度なマーケティングやターゲット層向けの商品・
サービスの開発が可能に。



日本のキャッシュレスの現状と目標

•日本のキャッシュレス
決済比率は約20%。

•将来的には世界最高水
準の80%を目指す。

•現在、世界の主要各国
のキャッシュレス比率
は、40%〜60%。



あなたは買い物時にキャッシュレス決済
を使用しますか？

•はい・・・65.6％

•いいえ・・・34.4％

65.60%

34.40%

キャッシュレス決済使用率

はい

いいえ



「はい」と答えた方でそれらを使用する理由
はなんですか？（複数回答可）

• 財布を出す手間がないため・・・
68.3％

• 現金を触らなくてよいため・・・
23.8％

• ポイント還元などお得に買い物

できるため・・・44.6％



「いいえ」と答えた理由はなんですか？
（複数回答可）

• 信頼性、安全性が低いため・・・
20.8％

• 操作が難しいため・・・20.8％

• キャッシュレス決済を使ったこと
がないため・・・43.4％

• 使いすぎてしまうため・・・
37.7％

• キャッシュレス決済を使える店舗
が少ないため・・・1.9％



政府が2019年10月～2020年6月まで行ってい
たキャッシュレス・ポイント還元事業につい
て知っていましたか？

•はい・・・62.3％

•いいえ・・・37.7％
62.30%

37.70%

キャッシュレス・ポイント

還元事業認知度

はい いいえ



どのようなキャッシュレス決済を使用し
ていますか？（複数回答可）

• クレジットカード・・・54.4％

• デビットカード・・・20.4％

• プリペイドカード（マナカなどの交
通系ICカードを含む）・・・53.4％

• バーコード、QRコード決済
（PayPay、LINEPayなど）

・・・65％

65%, 34%

54.40%, 28%

53.40%, 28%

20.40%, 10%

使用しているもの

バーコード、QRコード決済

クレジットカード

プリペイドカード

デビットカード



キャッシュレス決済をいつ使用し始めま
したか？

• 2019年 10月以前…69％

• 2019年 10月〜12月
…7％

• 2020年 1月〜6月…17％

• 2020年 7月以降…7％



キャッシュレスの使用頻度はどのくらい
ですか？

•週1回〜3回…47％

•週4回以上…27％

•月1〜3回…27％

•毎日…2％



新型コロナウイルス流行以降にキャッシュレ
ス決済を利用する頻度が増えましたか？

•はい…65％

•いいえ…35％



キャッシュレスをどのような場所で使用
し ていますか？

•コンビニ…82％

•薬局…38％

•飲食店…39％

•ネットショッピング…71％

•その他(電車利用料、高額
な買い物時、病院な
ど)…9%



政府のキャッシュレス
キャンペーンの結果について



事業により、全体で27％から36％に導入率が増えた。
特に町村部では23％から40％に伸びた。



事業をきっかけにキャッシュレスを導入、追加した店舗の約
４6％が業務効率化の効果を得た。



マイクロチップの導入が
日本のキャッシュレス化に与える影響

今日、キャッシュレスの普及により、消費者・店舗共に
キャッシュレスの利便性・将来性に満足している。



マイクロチップのメリット

キャッシュレス以上の利便性が期待できる

財布を持ち歩かない時代へ

お金を払う手間削減



マイクロチップのデメリット

個人情報流出のリスク

体内に埋め込む危険性

世の中が監視社会に
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